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し悪くなるが，入院后に諸検査を行う様にすれば検査による A.D. L.の低下にて手術后の A.D.L.
の動向を予め推測しうる。呼吸機能は老化の影響の出やすい器管機能の一つであるが，高度の肺気







KIMIO HENMI: Surgery of the aged. 
Director of Ako Munucipal Hospital. 
索引語 日常生活動作能，持続脊（腰）推麻酔，非ケトン性高浸透圧性昏睡






























透圧性昏睡（nonketoichyperosmolar coma, N. H. 0. C.）にて失った痛痕の一症例は忘れられない。
この症例は虫垂穿孔による汎発性腹膜炎で，かなり悪い状態で週末に来院，緊急手術施行，土曜日
（当日）の夜から痘れんを発症。すぐにその対策を行ったにもかかわらず，救命不能であった。こ
の件では地元”コザロ新聞”にある事，無い事かかれ，医事粉争直前まで，こじれました。さすがに
この時ばかりはメスを捨て郷里へ帰り顔恩1じみの人達をゆっくり診ようと思ったりさえした今だか
ら話せる話です。最后lζ胃管留置による呼吸器合併症は，その精神的身体的な不快感と共に老人外
科では大きな問題である。当院でも7 ーゲンソンデの早期抜去に努め，福山等（小倉記念病院）の
推賞する非挿入も検討中である。以上老人外科の合併症オンパレードの様な話になりましたが，老
人はその長い人生を歩んだ違った道筋の刻印がその身体に刻み込まれており，その状態iζ応じきめ
細かい外科的治療，全人的医療が必要であると痛切に考えております。以上高令者の外科手術につ
いて雑感を述べさせて頂きました。
